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てB (ボロン)を， 2) 結晶粒界に偏析すること自身により粒界脆化を引き起す微量元素の代表とし






粒界のB 偏析濃度変化と焼入性の変化とはよい対応を示し，固溶B を約 5PPM含む低炭素鋼を930"Cで
オーステナイト化した場合に最大の焼入性が得られることを明らかにした。そしてボロン処理鋼の焼



















方位関係についても解析し， [OOOlJAIN / [110Jγ ， (1120)AIN #(111)γ ， (1?O)AIN # (12)1'なる結晶方位関
係があり ， AiN が短冊形で析出するのは [OOOlJAIN と [lÏO].y 方向のず、れ(misfit) が小さい幾何学的条件
から [OOOlJ 方向にAiN が優先成長するためであることを明らかにした。
論文の審査結果の要旨






P については連続鋳造鋼の中心偏析を調べ，Pと Mn の偏析と変態組織その脆化度との関係を明らか
にした。また極厚高張力鋼板や圧力容器鋼のP による焼戻し脆化を研究し Ni やCr との相関および
最も有効な対策としてのNb添加法を見出した。
N は連続鋳造スラプや鋼塊の表面ひび割れを起こすが， Ai キルド鋼では オーステナイト粒界にフ
ィルム状に生成したフェライト部に歪みが集中しその中に在る AiN粒子を起点として粒界延性で割れ
ることを明らかにしたo またAiN結晶と母相の方位関係を調べ，その形状と関係づけた。
これらの研究は従来 微量の故に把握できなかった上記元素の鋼中挙動を大幅に明らかにすると共
に，実用鋼における強度・靭性への影響に対する方策を進めることを可能にしたもので，鉄鋼学と工
業への貢献から見て，学位論文の価値あるものと認める。
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